
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

 紀美野町では、平成 27年度より、認知症当事者やその家族、地域住民などが気軽に集い、

交流することを目的に、認知症カフェ「 きみの＊にこ cafe「 以下、にこカフェ）」を開催し

ている。このカフェは、町内のコミュニティカフェを活用して月に一度実施されるもので、

年齢、性別を問わず多様な人々が訪れることで、カフェ参加者の認知症への理解が促進され

ることが期待された。しかし、少子高齢化が進む同町において、若年層の積極的な参加は困

難なため、LIP を活用し、大学生が継続的にカフェに関わる手立てを検討することとした。 

 

2．活動の内容 

 本プログラムは、にこカフェの取り組みを中心としながらも、同町において貴重な世代間

交流の場をいかにして作り上げるか、また、既存の世代間交流の場をいかにして維持「 運営

していくことができるかについて考えることをねらいとした。学生の主な活動は、①にこカ

フェの企画「 運営への参画、②ふれあい昼食会の企画「 運営への参画、③こども食堂「 以下、

キノコ食堂）の企画 運営への参画、④学童保育への参画とイベント企画である。 

 

3．活動を通じて 

 今年度からは、従来活動を行っていたにこカフェ、ふれあい昼食会、学童保育にキノコ食

堂の活動が加わったこともあり、より活動が充実した年であった。特に、キノコ食堂は、地

域が新たにはじめた取り組みであり、地域とともに模索しながら活動を実施してきた。LIP

においては、既に完成されているプログラムやイベントを継続的に行うケースが多いなか、

【地域の基礎データ】 

人 口：8,967 人 平成 30 年 9 月末現在） 

面 積：128.34 平方キロメートル 

高齢化率：41.4％ 平成 27 年 1月 1日現在） 

産 業：棕櫚製品製造業、農業 など 

観光資源：生石高原、みさと天文台、野上八幡宮 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：10 名 1回生：3名、2回生：5名、3回生：

2名） 

活 動期間：平成 27年 4月～ 

担 当教員：藤井至 



新たに作り上げる取り組みは学生にとっても得がたい経験になっていた。今後も、それぞれ

の活動の支援を行い、同町における世代間交流の場を充実させていくことを目指したい。 

 

4．成果物など 

 


